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態を明らかにする。 
調査時期 2005年6月～7月 

 
調査対象 日本でバイアウト投資を1件でも実施した実績のあ

る投資会社、今後バイアウト投資を実施する可能性
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調査対象 2005年 10月までにMBO（management buy-outs）、MBI

（management buy-ins）等のバイアウトを経験した日本企業
400社（案件成立時にバイアウト・ファンド等の投資会社の出資
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